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(57)【要約】
【課題】誘導標識の避難方向の表示を切り換えることが
できる誘導灯を提供する。
【解決手段】誘導灯１１は、白色光を出射するバックラ
イトユニット２４と、バックライトユニット２４からの
白色光のうち表示色の光を透過する光透過性ボード２３
と、光透過性ボード２３からの表示色の光を受け、左向
きの誘導標識及び右向きの誘導標識を切り換えて表示す
る液晶表示パネル２１とを備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色光を出射するバックライトユニットと、
　前記バックライトユニットからの白色光のうち表示色の光を透過する光透過性ボードと
、
　前記光透過性ボードからの表示色の光を受け、左向きの誘導標識及び右向きの誘導標識
を切り換えて表示する液晶表示パネルと、
　を具備する誘導灯。
【請求項２】
　前記液晶表示パネルは、第１表示電極が設けられる第１基板と、第２表示電極が設けら
れ、前記第１基板に対向配置される第２基板と、前記第１基板と前記第２基板との間に配
置され、高分子分散型液晶あるいは高分子ネットワーク型液晶のいずれかを有する液晶層
とを備える請求項１に記載の誘導灯。
【請求項３】
　前記液晶表示パネルの側面に配置され、前記側面に光を照射する光源をさらに具備する
請求項１または２に記載の誘導灯。
【請求項４】
　前記バックライトユニットから照射された光を導光し、前記液晶表示パネルの側面に出
射する導光板をさらに具備する請求項１または２に記載の誘導灯。
【請求項５】
　白色光を出射するバックライトユニットと、
　表示色の光を出射する光源と、
　前記バックライトユニットからの白色光を背面で受け、前記光源からの表示色の光を側
面で受け、左向きの誘導標識及び右向きの誘導標識を切り換えて表示する液晶表示パネル
と、
　を具備する誘導灯。
【請求項６】
　白色光を出射するバックライトユニットと、
　前記バックライトユニットからの白色光を導光する導光板と、
　前記導光板からの白色光を受け、前記白色光のうち表示色の光を透過するフィルタと、
　前記バックライトユニットからの白色光を背面で受け、前記フィルタからの表示色の光
を側面で受け、左向きの誘導標識及び右向きの誘導標識を切り換えて表示する液晶表示パ
ネルと、
　を具備する誘導灯。
【請求項７】
　前記液晶表示パネルに表示される前記左向きの誘導標識及び前記右向きの誘導標識の表
示切り換えを制御するコントローラをさらに具備する請求項１乃至６のいずれかに記載の
誘導灯を有する誘導灯表示装置。
【請求項８】
　被災状況を検知し、検知信号を出力するセンサと、
　前記センサから出力された前記検知信号に応じて前記左向きの誘導標識及び前記右向き
の誘導標識の表示切り換えを制御するコントローラと、
　をさらに具備する請求項１乃至６のいずれかに記載の誘導灯を有する誘導灯表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、誘導灯及び誘導灯の表示を制御する誘導灯表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　誘導灯は、避難口と呼ばれる「直接野外に避難できる扉」や、避難口に通じる通路に設
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置する、標識を内蔵した箱型照明器具である。劇場や映画館、病院、百貨店など、不特定
多数が出入りする建物には、誘導灯の設置義務がある。誘導灯は、災害時に安全に避難で
きるように避難口の位置やの避難の方向を明示するものである。
【０００３】
　従来の避難口誘導標識を表示する誘導灯では、例えば、特許文献１に示されているよう
に、誘導標識の表示は固定である。表示が固定されている場合、災害の発生状況によって
は、想定の避難経路が使えないという事態が生じる場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４１４０７１０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、誘導標識の避難方向の表示を切り換えることができる誘導灯及び誘導灯表示
装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る誘導灯は、白色光を出射するバックライトユニットと、前記バッ
クライトユニットからの白色光のうち表示色の光を透過する光透過性ボードと、前記光透
過性ボードからの表示色の光を受け、左向きの誘導標識及び右向きの誘導標識を切り換え
て表示する液晶表示パネルとを具備する。
【０００７】
　本発明の一態様に係る誘導灯表示装置は、前記誘導灯と、被災状況を検知し、検知信号
を出力するセンサと、前記センサから出力された前記検知信号に応じて前記左向きの誘導
標識及び前記右向きの誘導標識の表示切り換えを制御するコントローラとを具備する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、災害状況等に応じて、誘導標識の避難方向の表示を切り換えることが
できる誘導灯及び誘導灯表示装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１実施形態の誘導灯表示装置の構成を示す図である。
【図２】図２は、第１実施形態の誘導灯表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図３】図３は、前記誘導灯表示装置の動作例を説明するための間取り図である。
【図４】図４は、前記誘導灯表示装置の誘導灯に表示される誘導標識の表示例を示す図で
ある。
【図５】図５は、前記誘導灯の第１例の構成を示す図である。
【図６】図６は、前記誘導灯の第２例の構成を示す図である。
【図７】図７は、前記誘導灯の第３例の構成を示す図である。
【図８】図８は、前記誘導灯の第４例の構成を示す図である。
【図９】図９は、前記誘導灯の第５例の構成を示す図である。
【図１０】図１０は、前記誘導灯の液晶表示パネルの断面図である。
【図１１】図１１は、前記誘導灯の液晶表示パネルの断面図である。
【図１２】図１２は、前記液晶表示パネルを避難者が観察する様子を示す図である。
【図１３】図１３は、前記液晶表示パネルに右誘導標識及び左誘導標識を表示するための
表示電極を示す図である。
【図１４】図１４は、前記液晶表示パネルに右誘導標識及び左誘導標識を表示するための
表示電極を示す図である。
【図１５】図１５は、前記液晶表示パネルに右誘導標識あるいは左誘導標識を表示する場
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合に表示電極に印加する電圧を示す図である。
【図１６】図１６は、第２実施形態の誘導灯表示装置の構成を示す図である。
【図１７】図１７は、第２実施形態の誘導灯表示装置の動作を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施形態について図面を参照して説明する。ただし、図面は模式的または概念的
なものであり、各図面の寸法および比率などは必ずしも現実のものと同一とは限らないこ
とに留意すべきである。また、図面の相互間で同じ部分を表す場合においても、互いの寸
法の関係や比率が異なって表される場合もある。特に、以下に示す幾つかの実施形態は、
本発明の技術思想を具体化するための装置および方法を例示したものであって、構成部品
の形状、構造、配置などによって、本発明の技術思想が特定されるものではない。なお、
以下の説明において、同一の機能及び構成を有する要素については同一符号を付し、重複
説明は必要な場合にのみ行う。
【００１１】
　［１］第１実施形態
　第１実施形態の誘導灯及び誘導灯表示装置について説明する。まず、誘導灯の表示を制
御する誘導灯表示装置の構成とその動作について述べる。誘導灯は、災害、例えば火災の
発生時に、避難者を屋外に避難させるため、避難の方向（誘導の方向）を明示する誘導標
識を表示すると共に、避難上有効な照度を与える。
【００１２】
　［１－１］誘導灯表示装置の構成
　図１は、第１実施形態の誘導灯表示装置の構成を示す図である。誘導灯表示装置１０は
、誘導灯１１_１，１１_２，１１_３，…，１１_ｎ、コントローラ１２、電源回路１３、
センサ１４、入力操作部１５、ＲＯＭ（read only memory）１６、及びＲＡＭ（random a
ccess memory）１７を備える。以降、誘導灯１１と記した場合、誘導灯１１_１，１１_２
，１１_３，…，１１_ｎの各々を示すものとする。
【００１３】
　誘導灯１１は、液晶表示装置から構成される。液晶表示装置は、液晶表示パネル２１と
、液晶表示パネル２１を駆動するドライバ２２を有する。液晶表示パネル２１は、例えば
高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ：Polymer Dispersed Liquid Crystal）、又は高分子ネット
ワーク型液晶（ＰＮＬＣ：Polymer Network Liquid Crystal）により構成された液晶層を
有する。
【００１４】
　電源回路１３は、誘導灯表示装置１０内の各部に必要な電力を供給する。センサ１４は
、災害の状況、例えば火災の状況を検知し、検知結果を検知信号としてコントローラ１２
に送信する。入力操作部１５は、操作者によって入力された制御信号をＲＡＭ１７あるい
はコントローラ１２に送信する。
【００１５】
　ＲＯＭ１６は、誘導灯表示装置１０の動作を制御するソフトウェアなど、各種のアプリ
ケーションプログラムを記憶する。ＲＡＭ１７は、入力操作部１５から供給された情報の
記憶、及びコントローラ１２により処理されるデータの作業領域として使用される。ＲＡ
Ｍ１７は、例えば高速アクセスのためのＳＲＡＭ等や、大容量データを扱うためのＤＲＡ
Ｍ等を含む。
【００１６】
　コントローラ１２は誘導灯表示装置１０内の各部を制御する。例えば、コントローラ１
２は、センサ１４により検知された情報に基づいて、誘導灯１１の表示を制御する、すな
わち誘導灯１１に表示される誘導標識を切り換える。
【００１７】
　［１－２］誘導灯表示装置の動作
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　図２は、誘導灯表示装置１０の動作を示すフローチャートである。図３は、誘導灯表示
装置１０の動作例を説明するための間取り図である。図４（ａ）及び図４（ｂ）は、誘導
灯１１に表示される誘導標識の表示例を示す図である。
【００１８】
　まず、図３に示す間取り図について説明する。図３は、１つのフロア内における居室Ｒ
１～Ｒ２０、通路、誘導灯１１_ｎ、及び出口Ｅ１～Ｅ６の配置を示している。居室Ｒ１
～Ｒ２０には、センサ（例えば、煙検知器）１４_１～１４_２０がそれぞれ設置されてい
る。以降、センサ１４と記した場合、センサ１４_１～１４_２０の各々を示すものとする
。
【００１９】
　さらに、通路には、図３に示すように、誘導灯１１_ｎが設置されている。１１_ｎは、
１１_１，１１_２，１１_３，１１_４ａ，１１_４ｂ，１１_５，１１_１１，１１_１２，
１１_１３，１１_１４ａ，１１_１４ｂ，１１_１５のいずれかを示す。これら誘導灯１１
は、初期状態では最も近い出口への避難方向を示す誘導標識が表示されている。例えば、
誘導灯１１_２には、出口Ｅ１への避難方向を示す誘導標識が表示される。すなわち、図
４（ａ）に示すような左向きの誘導標識（以下、左誘導標識とも記す）が表示されている
。また、誘導灯１１_３には、出口Ｅ２への避難方向を示す誘導標識が表示される。すな
わち、図４（ｂ）に示すような右向きの誘導標識（以下、右誘導標識とも記す）が表示さ
れている。図４（ａ）及び図４（ｂ）に示すように、誘導標識には緑色部分Ｇと白色部分
Ｗがある。
【００２０】
　また、センサ１４_１，１４_２が誘導灯１１_１に対応している。同様に、センサ１４_
３，１４_４が誘導灯１１_２に、センサ１４_５，１４_６が誘導灯１１_３に、センサ１
４_７，１４_８が誘導灯１１_４ａ及び１１_４ｂに、センサ１４_９，１４_１０が誘導灯
１１_５に、センサ１４_１１，１４_１２が誘導灯１１_１１に、センサ１４_１３，１４_
１４が誘導灯１１_１２に、センサ１４_１５，１４_１６が誘導灯１１_１３に、センサ１
４_１７，１４_１８が誘導灯１１_１４ａ及び１１_１４ｂに、センサ１４_１９，１４_２
０が誘導灯１１_１５にそれぞれ対応している。例えば、センサ１４_１，１４_２が誘導
灯１１_１に対応しているとは、センサ１４_１，１４_２による検知情報（検知信号）に
基づいて、誘導灯１１_１の表示切り換えが制御されることをいう。その他のセンサと誘
導灯との対応についても同様である。
【００２１】
　次に、図２に示すフローチャートを用いて、誘導灯表示装置１０の表示制御動作につい
て説明する。図２に示す処理はコントローラ１２により実行される。
【００２２】
　火災などの災害が発生すると、センサ１４は火災で発生した煙や有害ガス等を検知し、
その被災場所を知らせる検知信号をコントローラ１２に送信する。コントローラ１２は、
受信した検知信号から被災場所がどこであるかを判断し、その被災場所に応じて誘導灯１
１_ｎの表示を制御する。
【００２３】
　詳述すると、コントローラ１２は、被災場所のセンサ１４から受信した検知信号により
（ステップＳ１）、そのセンサ１４に対応する誘導灯（以下、被災中心誘導灯と記す）、
すなわち被災場所に最も近い誘導灯を特定する（被災中心情報の取得、ステップＳ２）。
そして、被災中心誘導灯１１_ｎのｎが偶数番号か、あるいは奇数番号かを判定する（ス
テップＳ３）。
【００２４】
　被災中心誘導灯１１_ｎのｎが偶数番号である場合、コントローラ１２は誘導灯１１_ｎ
及び１１_(ｎ－１)の表示を反転する（ステップＳ４）。一方、被災中心誘導灯１１_ｎの
ｎが奇数番号である場合、誘導灯１１_ｎ及び１１_(ｎ＋１)の表示を反転する（ステップ
Ｓ５）。例えば、誘導灯１１_２が被災中心誘導灯である場合、誘導灯１１_２及び１１_
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１における誘導標識の表示を反転する。また、誘導灯１１_３が被災中心誘導灯である場
合、誘導灯１１_３、１１_４ａ、及び１１_４ｂにおける誘導標識の表示を反転する。以
上により、誘導灯表示装置１０の表示制御動作が完了する。
【００２５】
　このように、被災場所に応じて誘導灯１１における誘導標識の表示を切り換えることに
より、誘導灯１１に適確な避難方向を示す誘導標識を表示することが可能となる。
【００２６】
　［１－３］誘導灯（液晶表示装置）
　次に、誘導灯表示装置１０が備える誘導灯１１について説明する。誘導灯１１は、液晶
表示装置により構成されている。液晶表示装置は、前述したように、液晶表示パネル２１
及びドライバ２２を有する。液晶表示パネル２１は、ドライバ２２により駆動され、避難
の方向を示す左誘導標識あるいは右誘導標識を表示する。以下に、誘導灯１１の構成例と
して、第１～第４例を述べる。なお、以下の例では、ドライバ２２の記載は省略する。
【００２７】
　［１－３－１］第１例
　図５（ａ）は、誘導灯１１の第１例の構成を概略的に示す斜視図である。図５（ｂ）は
第１例の側面図である。誘導灯１１は、液晶表示パネル２１、光透過性グリーンボード２
３、及びバックライトユニット２４を備える。バックライトユニット２４の光照射面上に
光透過性グリーンボード２３が配置される。さらに、光透過性グリーンボード２３上に液
晶表示パネル２１が配置される。バックライトユニット２４から照射された光は、光透過
性グリーンボード２３を通り、液晶表示パネル２１の背面（表示面と反対側）に達する。
【００２８】
　バックライトユニット２４は、光源として蛍光管またはＬＥＤなどを有し、蛍光管また
はＬＥＤから発した光を光照射面から照射する。光透過性グリーンボード２３は、バック
ライトユニット２４から照射された光のうち、例えば、緑の波長の光を透過する。光透過
性グリーンボード２３を透過した緑色光は、液晶表示パネル２１の背面に照射される。
【００２９】
　液晶表示パネル２１は、表示電極を有する第１，第２基板と、第１，第２基板間に配置
された高分子分散型液晶又は高分子ネットワーク型液晶を含む液晶層とを備える。液晶表
示パネル２１の表示電極に印加する電圧を制御することにより、表示領域に光透過状態と
光散乱状態の領域を形成する。光透過状態の領域は背面からの緑色光を透過し、光散乱状
態の領域は緑色光を散乱させる。これにより、液晶表示パネル２１は、図４（ａ）及び図
４（ｂ）に示したような誘導標識を表示する。液晶表示パネル２１の詳細については後述
する。
【００３０】
　［１－３－２］第２例
　図６（ａ）は、誘導灯１１の第２例の構成を概略的に示す斜視図である。図６（ｂ）は
第２例の側面図である。この第２例は、第１例の構成に加えて、液晶表示パネル２１の長
辺側の側面に光を照射する光源２５を備える。第２例のその他の構成は第１例と同様であ
る。
【００３１】
　第２例では、液晶表示パネル２１の側面に光源２５から光が照射される。その光は液晶
表示パネル２１中の液晶層に達する。光源２５からの光が液晶層の光散乱状態にある液晶
分子（高分子）に当たると、その光が散乱し、光源２５から照射された光の色が光散乱状
態の領域の色となる。これにより、液晶層の光散乱状態の領域が誘導標識の白色部分を形
成する。一方、光透過状態の領域は、光透過性グリーンボード２３を通過した緑色光を透
過し、誘導標識の緑色部分を形成する。
【００３２】
　［１－３－３］第３例
　図７（ａ）は、誘導灯１１の第３例の構成を概略的に示す斜視図である。図７（ｂ）は
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第３例の側面図である。この第３例は、第１例の構成に加えて、バックライトユニット２
４から出た光を液晶表示パネル２１の側面に導く導光板２６を備える。第３例のその他の
構成は第１例と同様である。
【００３３】
　第３例では、バックライトユニット２４から出た光が導光板２６に導かれ、液晶表示パ
ネル２１の側面に照射される。側面に照射された光は、液晶層の光散乱状態にある液晶分
子（高分子）に当たる。光散乱状態の液晶分子に当たった光は散乱し、側面に照射された
光の色が光散乱状態の領域の色となる。これにより、液晶層の光散乱状態の領域が誘導標
識の白色部分を形成する。一方、光透過状態の領域は、光透過性グリーンボード２３を通
過した緑色光を透過し、誘導標識の緑色部分を形成する。
【００３４】
　［１－３－４］第４例
　図８（ａ）は、誘導灯１１の第４例の構成を概略的に示す斜視図である。図８（ｂ）は
第４例の側面図である。この第４例は、液晶表示パネル２１、バックライトユニット２４
、及び光源２７を備える。バックライトユニット２４の光照射面上に液晶表示パネル２１
が配置される。バックライトユニット２４から照射された光は、液晶表示パネル２１の背
面に達する。光源２７は、液晶表示パネル２１の長辺側の側面に緑の光を照射する。
【００３５】
　第４例では、液晶表示パネル２１の側面に光源２７から緑の光が照射される。その緑色
光は液晶表示パネル２１中の液晶層に達する。光源２７からの緑色光が液晶層の光散乱状
態にある液晶分子（高分子）に当たると、その緑色光が散乱し、光源２７から照射された
緑色光が光散乱状態の領域の色となる。これにより、液晶層の光散乱状態の領域が誘導標
識の緑色部分を形成する。一方、光透過状態の領域は、バックライトユニット２４から照
射された光を透過し、誘導標識の白色部分を形成する。
【００３６】
　［１－３－５］第５例
　図９（ａ）は、誘導灯１１の第５例の構成を概略的に示す斜視図である。図９（ｂ）は
第５例の側面図である。この第５例は、液晶表示パネル２１、バックライトユニット２４
、導光板２６、及び緑色フィルタ２８を備える。導光板２６は、バックライトユニット２
４から照射された光を液晶表示パネル２１の側面に導く。緑色フィルタ２８は、導光板２
６と液晶表示パネル２１の側面との間に配置され、緑色光を液晶表示パネル２１の側面に
照射する。
【００３７】
　第５例では、バックライトユニット２４から出た光が導光板２６に導かれ、緑色フィル
タ２８を通過して緑色光となる。緑色フィルタ２８を通過した緑色光は、液晶表示パネル
２１の側面に照射される。側面に照射された緑色光は、液晶層の光散乱状態にある液晶分
子（高分子）に当たると、その緑色光が散乱し、側面に照射された緑色光が光散乱状態の
領域の色となる。これにより、液晶層の光散乱状態の領域が誘導標識の緑色部分を形成す
る。一方、光透過状態の領域は、バックライトユニット２４から照射された光を透過し、
誘導標識の白色部分を形成する。
【００３８】
　［１－４］液晶表示パネル
　次に、誘導灯１１が備える液晶表示パネル２１について説明する。液晶表示パネル２１
は、対向配置された２つの基板と、基板間に配置された高分子分散型液晶又は高分子ネッ
トワーク型液晶を含む液晶層とを備える。
【００３９】
　［１－４－１］液晶表示パネルの構成
　図１０及び図１１は、誘導灯１１が備える液晶表示パネル２１の断面図である。液晶表
示パネル２１は、文字や図形などの複数のパターンを表示可能であり、ここでは誘導灯１
１として、左向きあるいは右向きの誘導標識を表示する。
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【００４０】
　図１０及び図１１に示すように、液晶表示パネル２１は、第１表示電極が設けられる第
１基板３０と、第２表示電極が設けられ、かつ第１基板３０に対向配置される第２基板３
１と、第１基板３０と第２基板３１間に挟持された液晶層３２とを備える。第１基板３０
及び第２基板３１は、透明基板から構成され、例えばガラス基板又はプラスチック基板か
ら構成される。
【００４１】
　第１基板３０及び第２基板３１は、表示領域を囲む枠状のシール材（図示せず）によっ
て貼り合わされる。第１基板３０、第２基板３２、及びシール材によって囲まれた空間に
は、液晶材料が封入され、液晶層３２を形成している。シール材は、例えば有機系の接着
材から構成され、例えば印刷工程により形成される。液晶層３２の厚さ（セルギャップ）
は、例えば７μｍ程度である。液晶層３２については後で詳述する。
【００４２】
　第１基板３０の液晶層３２側には、複数の配線電極３４が設けられる。配線電極３４上
には、層間絶縁膜３５が設けられる。表示領域における層間絶縁膜３５上には、複数の表
示電極３６が設けられる。層間絶縁膜３５は、配線電極３４と表示電極３６間を電気的に
絶縁する。複数の表示電極３６はそれぞれ、その平面形状が所望のパターンになるように
加工されている。
【００４３】
　表示電極３６は、対応する配線電極３４に、スルーホール（図示せず）を介して電気的
に接続される。配線電極３４は、表示電極３６の一部から表示領域の外側まで引き出され
、表示電極３６に電圧を印加するために使用される。
【００４４】
　表示電極３６、スルーホール、及び配線電極３４は、透明な導電材料から構成され、例
えばＩＴＯ（インジウム錫酸化物）から構成される。表示電極３６、及び配線電極３４の
膜厚は、例えば１００Å以上１０００Å以下である。層間絶縁膜３５は、例えば、膜厚０
．３μｍ以上０．９μｍ以下のシリコン窒化物（ＳｉＮ）から構成される。
【００４５】
　第１基板３０の液晶層３２側と同様に、第２基板３１の液晶層３２側には、複数の配線
電極３７が設けられる。配線電極３７上には、層間絶縁膜３８が設けられる。表示領域に
おける層間絶縁膜３８上には、複数の表示電極３９が設けられる。層間絶縁膜３８は、配
線電極３７と表示電極３９間を電気的に絶縁する。複数の表示電極３９はそれぞれ、その
平面形状が所望のパターンになるように加工されている。
【００４６】
　表示電極３９は、対応する配線電極３７に、スルーホール（図示せず）を介して電気的
に接続される。配線電極３７は、表示電極３９の一部から表示領域の外側まで引き出され
、表示電極３９に電圧を印加するために使用される。
【００４７】
　表示電極３９、スルーホール、及び配線電極３７は、透明な導電材料から構成され、例
えばＩＴＯから構成される。表示電極３９、及び配線電極３７の膜厚は、例えば１００Å
以上１０００Å以下である。層間絶縁膜３８は、例えば、膜厚０．３μｍ以上０．９μｍ
以下のシリコン窒化物（ＳｉＮ）から構成される。
【００４８】
　第１基板３０のうち表示領域以外の周辺領域には、ドライバ２２が設けられる。ドライ
バ２２は、例えばＬＳＩ（large-scale integrated circuit）によって構成される。ドラ
イバ２２は、表示領域内の表示電極３６，３９に接続された配線電極３４，３７に電気的
に接続される。ドライバ２２は、表示電極３６，３９を駆動する。液晶表示パネル２１は
、ドライバ２２を介して、コントローラ１２及び電源回路１３から制御信号及び電力など
の供給を受けることにより、表示領域に左向きあるいは右向きの誘導標識を表示する。
【００４９】
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　次に、液晶層３２の詳細な構成を説明する。図１０及び図１１に、液晶表示パネル２１
の動作時における液晶層３２の配向状態を示す。
【００５０】
　液晶層３２は、高分子層３２Ａ及び液晶３２Ｂを備える。液晶３２Ｂは、液晶分子３２
Ｃを含む。詳述すると、液晶層３２は、高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ：Polymer Disperse
d Liquid Crystal）、又は高分子ネットワーク型液晶（ＰＮＬＣ：Polymer Network Liqu
id Crystal）により構成される。ＰＤＬＣは、高分子層（高分子ネットワーク）３２Ａ内
に液晶３２Ｂが分散された構造を有しており、すなわち高分子層３２Ａ内において液晶３
２Ｂが相分離した構造を有する。或いは、高分子層３２Ａ内の液晶３２Ｂが連続相を有し
ていても良い。
【００５１】
　高分子層３２Ａとしては光硬化樹脂を用いることができる。例えば、ＰＤＬＣは、光重
合型の高分子前駆体（モノマー）に液晶を混合させた溶液に紫外線を照射し、モノマーを
重合させてポリマーを形成し、そのポリマーのネットワーク中に液晶が分散される。液晶
３２Ｂとしては、例えば、誘電率異方性が正（ポジ型）のネマティック液晶が用いられる
。
【００５２】
　［１－４－２］液晶表示パネルの動作
　次に、液晶表示パネル２１の動作について説明する。液晶表示パネル２１の表示動作は
、ドライバ２２を介してコントローラ１２によって制御される。ドライバ２２は、表示電
極３６，３９に電気的に接続されており、表示電極３６と表示電極３９間に電圧を印加す
る。
【００５３】
　図１０は液晶層３２の散乱状態を示し、図１１は液晶層３２の透過状態を示している。
液晶層３２に電界を印加していない場合、すなわち、表示電極３６と表示電極３９とを同
電圧（例えば０Ｖ）にした場合、図１０に示すように、液晶分子３２Ｃがランダムに配置
された状態となる。この場合、液晶層３２に白色光を入射すると、白色光が散乱して外部
からは白濁した状態として観察される（白表示）。一方、液晶層３２に緑色光を入射する
と、緑色光が散乱して外部からは緑色の状態として観察される（緑表示）。
【００５４】
　一方、液晶層３２に電界を印加した場合、すなわち、表示電極３６と表示電極３９とに
電圧差（例えば、表示電極３６に正電圧、表示電極３９に０Ｖ）を与えた場合、図１１に
示すように、液晶分子３２Ｃが電界方向に立っている状態（液晶分子３２Ｃの長軸が電界
方向に向いている状態）となる。この場合、液晶層３２に白色光を入射すると、光の振動
方向（進行方向に垂直な方向）は屈折率ｎｏに揃うので白色光（入射光）は液晶層３２を
直進する。このため、白色光が透過して外部からは透明な状態（白表示）として観察され
る。一方、液晶層３２に緑色光を入射すると、緑色光が透過して緑表示となる。
【００５５】
　［１－４－３］液晶表示パネルの表示
　図１２は、液晶表示パネル２１を避難者が観察する様子（観察方向）を示す図である。
図１３及び図１４は、図１２に示した液晶表示パネル２１に右誘導標識及び左誘導標識を
表示するための表示電極を示す図である。図１３は第２基板３１が有する、右誘導標識を
表示するための表示電極を示し、図１４は第１基板３０が有する、左誘導標識を表示する
ための表示電極を示している。ここでは、第１～第３例に示した液晶表示パネル２１に右
誘導標識と左誘導標識を表示する場合を述べる。
【００５６】
　図１２に示すように、例えば、避難者４０は、液晶表示パネル２１の第２基板３１側か
ら誘導標識の表示を観察する。第２基板３１の液晶層３２側には表示電極３９が配置され
、第１基板３０の液晶層３２側には表示電極３６が配置される。表示電極３９は、図１３
に示すように、２つの表示電極３９_Ｒ１，３９_Ｒ２を有する。表示電極３９_Ｒ１と表
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示電極３９_Ｒ２は、電気的に絶縁されており、それぞれ異なる電圧を印加することが可
能である。表示電極３６は、図１４に示すように、２つの表示電極３６_Ｌ１，３６_Ｌ２
を有する。表示電極３６_Ｌ１と表示電極３６_Ｌ２は、電気的に絶縁されており、それぞ
れ異なる電圧を印加することが可能である。
【００５７】
　図１３及び図１４に示した表示電極を用いて、右誘導標識及び左誘導標識を表示する場
合、図１５に示すように、表示電極３９_Ｒ１，３９_Ｒ２，３６_Ｌ１，３６_Ｌ２に基準
電圧Ｇ（例えば、０Ｖ）、あるいは正電圧＋Ｖと負電圧－Ｖとを交互に印加する。
【００５８】
　例えば、右誘導標識を表示する場合は、表示電極３９_Ｒ１，３６_Ｌ１，３６_Ｌ２に
電圧Ｇを印加し、表示電極３９_Ｒ２に正電圧＋Ｖと負電圧－Ｖを交互に印加する。これ
により、液晶表示パネル２１に右誘導標識を表示することができる。一方、左誘導標識を
表示する場合は、表示電極３９_Ｒ１，３９_Ｒ２，３６_Ｌ１に電圧Ｇを印加し、表示電
極３６_Ｌ２に正電圧＋Ｖと負電圧－Ｖとを交互に印加する。これにより、液晶表示パネ
ル２１に左誘導標識を表示することができる。
【００５９】
　［１－５］効果
　第１実施形態では、誘導標識を表示する誘導灯に、誘導標識の避難方向の表示を切り換
えることができる液晶表示装置を用いる。これにより、被災場所及び被災状況に応じて誘
導標識の避難方向の表示を適確な方向に変更することが可能となる。
【００６０】
　また、高分子分散型液晶又は高分子ネットワーク型液晶を有する液晶層を含む液晶表示
パネルを用い、第１～第５例に示したような構成とすることにより、比較的簡素な構成で
誘導標識の避難方向の表示を切り換えることが可能な誘導灯を実現することができる。
【００６１】
　また、第１実施形態では、被災場所及び被災状況を検知するセンサと、センサからの検
知情報に基づいて避難経路を判断し、この判断に基づいて誘導灯における誘導標識の避難
方向の表示を切り換えるコントローラを備える。これにより、適確で迅速な誘導標識の表
示切り換えが可能である。
【００６２】
　第１実施形態の誘導灯及び誘導灯表示装置を用いれば、誘導灯に適確な避難方向及び誘
導経路の掲示が可能となり、避難者を最も近い出口に誘導することができ、被災場所に避
難者が近づくのを防止することができる。
【００６３】
　［２］第２実施形態
　次に、第２実施形態の誘導灯表示装置について説明する。第２実施形態では、操作者が
被災場所を確認し、操作者による被災場所の入力に応じて誘導灯１１の表示を切り換える
誘導灯表示装置について説明する。以下に、第１実施形態と異なる点について主に述べる
。
【００６４】
　［２－１］誘導灯表示装置の構成
　図１６は、第２実施形態の誘導灯表示装置の構成を示す図である。誘導灯表示装置５０
は、誘導灯１１_１，１１_２，１１_３，…、コントローラ１２、電源回路１３、入力操
作部１５、ＲＯＭ（read only memory）１６、及びＲＡＭ（random access memory）１７
を備える。この第２実施形態では、操作者が被災状況を確認し、被災情報を入力操作部１
５に入力する。その他の構成は前述した第１実施形態と同様である。
【００６５】
　［２－２］誘導灯表示装置の動作
　図１７は、誘導灯表示装置５０の動作を示すフローチャートである。図１７に示すフロ
ーチャートを用いて、誘導灯表示装置５０の表示制御動作について説明する。図１７に示
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す処理は主にコントローラ１２により実行される。
【００６６】
　火災などの災害が発生すると、操作者は被災場所を確認し、その被災場所を入力操作部
１５に入力する。入力操作部１５は、被災場所の情報を受信すると、その被災場所を知ら
せる位置信号をコントローラ１２に送信する。コントローラ１２は、受信した位置信号か
ら被災場所がどこであるかを判断し、その被災場所に応じて誘導灯１１_ｎの表示を制御
する。
【００６７】
　詳述すると、コントローラ１２は、入力操作部１５から受信した位置信号により（ステ
ップＳ１１）、その被災場所に対応する誘導灯（以下、被災中心誘導灯と記す）、すなわ
ち被災場所に最も近い誘導灯を特定する（被災中心情報の取得、ステップＳ１２）。そし
て、被災中心誘導灯１１_ｎのｎが偶数番号か、あるいは奇数番号かを判定する（ステッ
プＳ１３）。
【００６８】
　被災中心誘導灯１１_ｎのｎが偶数番号である場合、コントローラ１２は誘導灯１１_ｎ
及び１１_(ｎ－１)の表示を反転する（ステップＳ１４）。一方、被災中心誘導灯１１_ｎ
のｎが奇数番号である場合、誘導灯１１_ｎ及び１１_(ｎ＋１)の表示を反転する（ステッ
プＳ１５）。例えば、誘導灯１１_２が被災中心誘導灯である場合、誘導灯１１_２及び１
１_１における誘導標識の表示を反転する。また、誘導灯１１_３が被災中心誘導灯である
場合、誘導灯１１_３、１１_４ａ、及び１１_４ｂにおける誘導標識の表示を反転する。
以上により、誘導灯表示装置５０の表示制御動作が完了する。
【００６９】
　このように、被災場所に応じて誘導灯１１における誘導標識の表示を切り換えることに
より、誘導灯１１に適確な避難方向を示す誘導標識を表示することが可能となる。
【００７０】
　なお、誘導灯（液晶表示装置）１１、及び液晶表示パネル２１の構成及び動作について
は第１実施形態と同様であるため、記載を省略する。
【００７１】
　［２－３］効果
　第２実施形態では、誘導標識を表示する誘導灯に、誘導標識の避難方向の表示を切り換
えることができる液晶表示装置を用いる。これにより、被災場所及び被災状況に応じて誘
導標識の避難方向の表示を適確な方向に変更することが可能となる。
【００７２】
　また、高分子分散型液晶又は高分子ネットワーク型液晶を有する液晶層を含む液晶表示
パネルを用い、第１～第５例に示したような構成とすることにより、比較的簡素な構成で
誘導標識の避難方向の表示を切り換えることが可能な誘導灯を実現することができる。
【００７３】
　また、第２実施形態では、被災場所を示す位置情報に基づいて誘導灯における誘導標識
の避難方向の表示を切り換えるコントローラを備える。これにより、適確で迅速な誘導標
識の表示切り換えが可能である。また、操作者が被災場所を確認し、位置情報を入力操作
部に入力するため、第１実施形態で備えるセンサを削減することができる。
【００７４】
　第２実施形態の誘導灯及び誘導灯表示装置を用いれば、誘導灯に適確な避難方向及び誘
導経路の掲示が可能となり、避難者を最も近い出口に誘導することができ、被災場所に避
難者が近づくのを防止することができる。
【００７５】
　［３］その他
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲内で、
構成要素を変形して具体化することが可能である。さらに、上記実施形態には種々の段階
の発明が含まれており、１つの実施形態に開示される複数の構成要素の適宜な組み合わせ
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、若しくは異なる実施形態に開示される構成要素の適宜な組み合わせにより種々の発明を
構成することができる。例えば、実施形態に開示される全構成要素から幾つかの構成要素
が削除されても、発明が解決しようとする課題が解決でき、発明の効果が得られる場合に
は、これらの構成要素が削除された実施形態が発明として抽出されうる。
【符号の説明】
【００７６】
　１０…誘導灯表示装置、１１…誘導灯、１１_１，１１_２，１１_３，…，１１_ｎ…誘
導灯、１２…コントローラ、１３…電源回路、１４…センサ、１４_１～１４_２０…セン
サ、１５…入力操作部、１６…ＲＯＭ（read only memory）、１７…ＲＡＭ（random acc
ess memory）、２１…液晶表示パネル、２２…ドライバ、２３…光透過性グリーンボード
、２４…バックライトユニット、２５…光源、２６…導光板、２７…光源、２８…緑色フ
ィルタ、３０…第１基板、３１…第２基板、３２…液晶層、３２Ａ…高分子層、３２Ｂ…
液晶、３２Ｃ…液晶分子、３４…配線電極、３５…層間絶縁膜、３６…表示電極、３６_
Ｌ１，３６_Ｌ２…表示電極、３７…配線電極、３８…層間絶縁膜、３９…表示電極、３
９_Ｒ１，３９_Ｒ２…表示電極、４０…避難者、５０…誘導灯表示装置、Ｒ１～Ｒ２０…
居室、Ｅ１～Ｅ６…出口。

【図１】 【図２】
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